
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校庭南側のヒマラヤ杉と大銀杏 
かつてはこの手前にのぼり棒と
うんていがありました。 

編集・発行  第四地区住民自治協議会・総務部会 
印 刷  有限会社 長野プリントサービス 

第四地区は 諏訪町、西後町、県町、南県町、妻科、新田町 の６町構成です 

百年(ももとせ)の石と正面玄関 
重さ 25 トンの石の下には、当時
の全校児童が願い事を書いた小石 

蒸気機関車Ｄ５１ 

プール南の神泉の石 
校内一のパワースポット！ 

←写真左 長野県の池：真ん中の噴水が諏訪湖です 
並んで長野市の池もあります。長野市の形は変わりましたね 

校庭西側のタイヤ跳びと藤棚 
藤の季節の写真でなくて残念 

第四地区住民自治協議会広報誌 第 20 号          平成 25 年３月１日発行 

校庭南西の土俵とソメイヨシノ 

足洗い場と昇降口 
はだし生活ならではの風景 

屋上にプラネタリウム跡が残る校舎 

校旗のポールと体操台と体育館 

体育館東のあじさい通り 

↑写真上 
大小２つの 
プールが 
ある学校は 
めずらしい 
近隣では 
後町と山王 

体育館南側から校庭へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去る 12 月 25日、今年度末をもって閉校す

る後町小学校の跡地利用について、第一～第五

地区住民自治協議会、第一・第三・第四地区白

バラ会、後町小学校体育施設利用７団体（チー

ム）が長野市に要望書を提出いたしました。 

 閉校後の施設の荒廃防止と周辺の治安悪化

防止の徹底を求めると共に、閉校後も地元行事

や社会体育の場、選挙開催時の投票所、災害発

生時の避難所などとして継続利用できるよう

に要望いたしました。 

長野市からは地元住民の継続利用について

は最大限配慮したいという回答を得ました。 

この様子は、報道機関各社にも取り上げられ

ました。 

要望書一部抜粋掲載 
 
１ 後町小学校閉校後の跡地利用に関しては、地元住民の理解を得ること。 
 
２ 平成 25 年３月の閉校後、施設存続中にあっては、施設が荒廃しないように管理を徹底

すること。 
 
３ 平成 25 年３月の閉校後、施設存続中にあっては、空き教室を可能な限り利用すること

によって、施設が無人状態にならないようにすること。 
 
４ 平成 25 年３月の閉校後、施設存続中にあっては、地元住民及び住民自治協議会が施設

利用を希望する際には、いつでも使用できるように開放すること。 
 
５ 平成 25 年３月の閉校後、施設存続中にあっては、選挙が開催された場合は、投票所と

して使用できるようにすること。 
 
６ 平成 25 年３月の閉校後、施設存続中にあっては、災害発生時の避難所として活用でき

るようにすること。 
 
７ 後町小学校閉校後、次の利用が始まった場合においても、４、５、６の内容については

継続されていくようにすること。 

３月 20 日（水）  感謝清掃  閉校式 

感謝清掃：午前 9 時～10 時 30 分（受付開始 8 時 30 分） 

閉 校 式：午後２時から１時間程度の予定 

地域の方に開放されています。感謝清掃に参加される方は雑巾をお持ちいただくようお願いします。 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xT6J.mwS5R5wUAujuDTwx.;_ylu=X3oDMTFvYWNmdTZvBHBhdHQDcmljaARwb3MDMwRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=1d4kjgvfd/EXP=1362119526/**http%3A/rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%25BB%25A8%25B6%25D2%25A4%25AC%25A4%25B1%2B%25A5%25A4%25A5%25E9%25A5%25B9%25A5%25C8/%25BB%25A8%25B6%25D2%25A4%25AC%25A4%25B1%2B%25A5%25A4%25A5%25E9%25A5%25B9%25A5%25C8/*http%3A/image.search.yahoo.co.jp/search%3Frkf=2%26ei=UTF-8%26p=%25E9%259B%2591%25E5%25B7%25BE%25E3%2581%258C%25E3%2581%2591%2B%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンセン病患者の皆さんは、国の政策により隔

離され人権を奪われ、そんな状態は特効薬が普及

し治ゆ可能となったあとも変わりませんでした。 

「ふるさとを奪われた人たち～日本のハンセン

病問題から人権を考える～」と題して行われた講

演で、講師である作家、信州沖縄塾塾長の伊波敏

男先生は、このような日本におけるハンセン病の

歴史を説明してくださったのに続き、ご自身の発

症と隔離、向学心に燃え、施設を脱出し米軍統治

下の沖縄から本土へと不法脱出するまでの体験を

語ってくださいました。本土に渡ったあともたい

へんな困難があったことでしょう。続きは伊波先

生の著作で勉強したいと思います。 

「メディアからみた男女共同参画」をテー

マに元信濃毎日新聞論説委員の三島利徳先生

を講師にお迎えしての研修で、先生は参加と

参画の違いからあらためて説明し、次いで

様々なデータを用いて、私たちの社会におい

てはまだまだ女性の社会参画が進んでいない

ことを示し、さらには具体例をあげて、女性

の社会参画が男女双方にとって有益であるこ

とを指摘してくださいました。私たち第四地

区も少しずつ男女共同参画を前進させていき

たいと思います。 

開催日：平成２４年１２月８日（土） 

講 師：三島利徳先生（元信毎論説委員） 

テーマ：メディアからみた男女共同参画 

開催日：平成２５年１月２６日（土） 

講 師：伊波敏男先生（作家） 

テーマ：ふるさとを奪われた人たち 

 ～日本のハンセン病問題から人権を考える～ 

たとえば一つの行事があるとして、お客様と

して行事当日だけ出るのが参加で、計画立案や

意思決定に携わり、行事を主体的に創りあげて

いくのが参画…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野ホテル犀北館さま広告 

うるおい館さま広告 

「和（輪）のまちだより」に 

広告はいかがですか 
 

5ｃｍ×8ｃｍ枠 １回 3,000 円 

第四地区の全世帯に年４回配布されます 

 
問合わせ先：第四地区住自協事務局 

☎262－1365 まで 

長野プリントサービスさま広告 

１月１４日は第四地区内の各町でどんど焼きが行われま

した。写真は、ひまわり公園で行われたものです。 

ひまわり公園で行われるどんど焼きは、例年、第四地区

の２町（県町、諏訪町）第一地区の４町（旭町、若松町、

長門町、西町南）による共同開催なのだそうです。 

町や地区を越えた素敵な取り組みですね。 

 

←写真左 
片づけは、諏訪町のお茶屋 
さん提供の特殊な袋を内袋
にして、火事にならないよ
うに！ 

ひまわり公園に多くの人が集まりました！ 

火の勢いが収まったところでお餅焼き。 
今年一年の無病息災を祈ります 

点火と共にたちまち火の手が上がる 


